
 

 

１ 主題構成表 

主題名 「真の友情」（中学校第２学年）                    資料名「嵐の後に」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容項目２－（３） 

友情の尊さを理解して心から信 

頼できる友達をもち、互いに励ま 

し合い、高め合う。 

■ 価値の分析 

・真の友情は、互いに変わらない
信頼があって成立し、相手に対
し尊敬する気持ちがその根底に
ある。それは、相手の人間的な
成長を願い、互いに励まし合い、
高め合い、協力を惜しまないと
いう関係である。 

・中学生の時期は、互いに心を許
し合える友達を真剣に求めるよ
うになり、心から打ち明けて話
せる友達を得たいと願う気持ち
が高まってくる。しかし、相手
に同調したり、最初から一定の
距離をとったりする生徒も出て
くる。 

・この時期の生徒たちには、視点
を広げ、生涯にわたる尊敬と信
頼に支えられた友情を育てるこ
とが大切である。そのために、
相手の内面的なよさに目を向
け、相手の成長を心から願って
互いに励まし合い、忠告し合え
る信頼関係を育てることが、よ
り一層深い友情を築くことに気
付かせたい。 

 

■ 資料の分析 

・子どもの頃から何でも話し合

える仲だった勇太と明夫だ

が、高校生の頃から関係がぎ

くしゃくしてくる。漁師見習

いとして二人が乗った船が

嵐に襲われたことをきっか

けに、二人の友情が確かなも

のとなる。 

・明夫のことを心配し一緒に働

きたいと思っている勇太の

気持ちに共感させることが

できる。 

・明夫に何も言えず、明夫のこ

とをあきらめかけている勇

太の気持ちに気付かせるこ

とができる。 

・今まで明夫の気持ちを考えよ

うともしなかった自分のこ

とを振り返り、明夫と心が通

い合って喜ぶ、勇太の気持ち

から、本気で相手のことを思

うことが真の友情を深める

ことにつながることに気付

かせることができる。 

■ 内容項目から見た生徒の実態 

（意識） 

・仲のよい友達はいるが相手や自

分の思いとおりになる関係であ

ることが、よい関係だと思って

いる。 

・友達がよくない行為をしていて

も、相手のために本気になって

注意することができない。 

（要因） 

・友人関係が壊れてしまうことに

怖さを感じているため、よくな

い行為に対して注意することが

できない。 

・相手のために忠告したり、励ま

したりすることが、相手や自分

の成長を促し、信頼関係を育て

る一歩であることに気付いてい

ない。 

 
■ ねらい 

 相手のことを考え、本当に必要な関わり方をすることが、信頼関係を築き友情を深めることに気付き、互い 

に励まし合い、高め合おうとする心情を育てる。 

■ 展開の構想 

・明夫のことを心配し、一緒に船で働きたいと思って 

いる勇太の気持ちに共感させる。 

 

・明夫のよくない姿が分かっていても何も言えず、明 

夫のことをあきらめかけている勇太の気持ちに気付 

かせる。 

 

・今まで明夫の気持ちを考えようともしなかった自分 

のことを振り返り、明夫と心が通い合って喜ぶ、勇

太の気持ちから、本気で向き合うことが互いの友情

を深めるために必要であることに気付かせる。 

 

・今までの自分と友達との関係を振り返り、互いが成 

長するために信頼し合い、高め合っていこうとする

意欲をもつ。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○「船に乗らんか」と言った時の勇太はどんな気

持ちだっただろう。 

 

○なぜ、勇太は明夫に面と向かって何も言えない

のだろう。 

 

 

◎「明夫、今までどこで何やっとったんよ。待っ

とったんぞ。」と言った時の勇太の気持ちはど

んなだっただろう。 

 

 

○友達のことを思って行動したことはあります

か。その時どのような気持ちでしたか。 



 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される生徒の反応 指 導・援 助 

導

入 

◇友情についての価値への方向付けを図る。 

○親友とはどういう関係をいうのだろう。 

・何でも話せる関係。 

・自分のことを分かってくれる関係。 

 

・仲の良い友達との関係を想起させ、日頃の友

達関係と比べながら資料を聞くことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。 

○感想を交流する。 

・自分の命に代えても明夫を守ろうとした勇太は本当に

明夫のことをずっと友達だと思っていたんだ。 

・最後には勇太と明夫が分かり合えてよかった。 

○「船に乗らんか」と言った時の勇太はどんな気持ちだ

っただろう。 

・明夫と一緒に働きたい。 

・また、仲がよかったときのような関係にもどれるかも 

しれない。 

・これで明夫の生活態度が変わるといいな。 

○なぜ、勇太は明夫に面と向かって何も言えないのだろ 

う。 

・今更何て言えばいいのか分からない。 

・何かを言うことで明夫が船を降りてしまうのは嫌だ。 

・このままでもいいから明夫と一緒に働きたい。でも、

本当にこのままでいいのか・・・。 

・言っても仕方がない。 

・いつか明夫が気付くかもしれないから、今は何も言わ

ないでおこう。 

・今まで明夫をほっておいた責任を感じている。 

◎「明夫、今までどこで何やっとったんよ。待っとった 

んぞ。」と言った時の勇太の気持ちは、どんなだっただ 

ろう。 

・やっと言えた。明夫も待っていたんだ。もっと早くこ

の言葉を言えばよかった。 

・明夫が待っていてくれたことが嬉しい。 

・これからは、どんな時も明夫と一緒に漁師の仕事を頑

張っていこう。 

 

 

 

・勇太の言葉で関係が壊れるようなら本当の友達ではな 

いし、勇太は明夫なら分かってくれると思って言った。 

・明夫に対して、本気で言うことが、友達を本当に大切

にしていることだということに勇太は気が付いたか

ら、言いにくいことでも言えたと思う。 

 

・どの場面に着目したかつかみ、勇太の気持ち

を中心に発問につなげ、意図的指名に生か

す。 

 

・明夫のことを心配し、一緒に働くことで、明

夫との関係がもとに戻れるかもしれないと

思っている勇太の気持ちに共感できるよう

にする。 

 

 

・明夫のよくない姿が分かっていても、今まで

何も言ってこなかったのに、今更何を言って

いいのか分からない、焦りともあきらめとも

いえる勇太の気持ちに共感できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

・今まで明夫の気持ちを考えようともしなかっ 

た自分のことを振り返り、明夫と心が通い合

って喜ぶ、勇太の気持ちに気付くようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・友達のことを本当に大切にしているというこ

とは、相手のよくない行動にも真剣に考えて

言い合えるということであり、そのことが相

手の成長を願い、さらには友情を深めること

につながっていくことに気付くようにする。 

展

開

後

段 

○友達のことを思って行動したことはありますか。その

時どのような気持ちでしたか。 

・仲のいい友達が、委員会の常時活動を遊びたいからと

いう理由で、他の子に無理に代わってもらおうとして

いたから、迷ったけど注意した。友達は分かってくれ

てその後、委員会の活動をしっかりとやっているので、

言ってよかったと思う。 

・これまでの自分と友達との関わり方について

振り返り、互いに信頼し合い、高め合うこと

の意欲をもたせる。 

 

終

末 

◇「私たちの道徳」の詩Ｐ60を範読する。 

 

・友達を思い浮かべながら詩を聞くように促

す。 

【深めの発問】 

勇太の言葉は明夫を傷つけることになり、二人の友情 

は壊れてしまうのではないか。 

●言語活動の充実 

 勇太と明夫の友情についての話合いを通

して、多様な感じ方や考え方に接し、自分

にはなかった違う視点からの価値について

気付かせ、感じ方や考え方を深める。 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 

＜場の内容・ねらい＞       ＜児童の意識＞    ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 

＜学級活動＞ 

「学級目標を考える」 

・相手の立場を考えた言

動が、自分たちの学級

をよりよくすることを

みんなで共通理解し、

学級目標を考える。 

  

・思いやりのある

行動は相手だけ

でなく、自分も

気持ちがよくな

るんだ。 

・仲のよい友達だ

けではなく、だ

れに対しても親

切にすることが

できるようにな

りたい。 

 

・だれもが安心して

気持ちよく生活が

できる学級にする

ために、相手の立

場に立って考え、

行動できるように

する。 

＜宿泊研修＞ 

・仲間と共に行動する中

で、仲間のよさを再認

識する。 

・相手の立場に立った言

動が、だれにとっても

気持ちよく活動するこ

とにつながることを実

感することができる。 

・初めて会う人た

ちと、うまく交

流できるかな。 

・お年寄りの方か

ら「ありがとう」

とお礼を言われ

て、自分もうれ

しい気持ちにな

った。 

 

・お互いのことを大

切にし、だれとで

も支え合いながら

温かさがあふれる

学級にしていきた

い。 

・１日の振り返りの

時間に、研修の中

で感じた思いやり

の気持ちを伝え合

う場を設ける。 

・学級生活の中で児

童の具体的な言動

を紹介し、仲間を

気遣う気持ちを行

動に移すことのす

ばらしさを実感で

きるようにする。 

・困っている時には、

だれに対しても親

切にすることのよ

さを実感させる。 

・日常活動の中でつ

かんでいる児童の

よさを価値付け

る。                         

＜総合的な学習の時間＞ 

「福祉施設との交流会」 

・地域のお年寄りの方と

の交流を通して、相手

の立場に立って行動す

ることの大切さを実感

することができる。 

・仲間のことを考え

て進んで行動でき

るかな。 

・自分が困っている

ときにみんなが声

をかけてくれてう

れしかった。今度

は、自分が声をか

けられるようにな

りたい。 

・福祉施設訪問での

意識から、お年寄

りの方の立場や気

持ちを考えて行動

することが相手を

大切にすることに

なることを理解で

きるようにする。 

・施設の方から「思

いやり」について

話を聞く。 

【日常の活動】 

＜登校時＞ 

・低学年の歩く速さに

合わせたり、声をか

けたりしながら気

持よく登校するこ

とができる。 

 

＜朝の会＞ 

「１日の目標づくり」 

・お互いが気持ちよく

生活できるように、

仲間のことを考え

て生活することを

確認する。 

 

＜給 食＞ 

・重い食器を運ぶ仲間

に協力したり、こぼ

して困っている仲

間に手を差し伸べ

たりしながら、みん

なが楽しい給食の

時間にする。 

 

＜係活動＞ 

・仲間のことを考えて

呼びかけたり、仲間

の気持ちを考えて

行動したりするこ

とができる。 

 

＜帰りの会＞ 

「かがやきみつけ」 

・今日見付けた仲間の

温かい言葉や行為

について認め合う。 

道徳の時間（９月） 

「夏の日のこと」 

内容項目２－(２) 

・相手のことを考えて行

動すると、お互いに気

持ちがよくなることに

気付き、だれに対して

も思いやりに気持ちを

持ち、進んで相手に親

切にしようとする心情

を育てる。 

 



 

 

嵐
の
後
に 

 

「
と
こ
ろ
で
よ
。
お
前
ん
と
こ
の
明
夫
の
こ
と
だ
け
ど
、
い
っ
た
い
今
何
し
て
ん
だ
い
。
見
た
と
こ
ろ
仕
事
も
し 

て
な
い
み
た
い
だ
け
ど
、
心
配
で
な
ぁ
。」 

「
あ
あ
、
困
っ
た
も
ん
よ
。
わ
し
も
女
房
も
あ
い
つ
の
こ
と
に
は
、
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
よ
。
ま
っ
た
く
何
を
考 

え
て
る
の
か･･････
清
さ
ん
と
こ
の
勇
太
は
、
日
に
日
に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
く
っ
て
い
う
の
に
よ
。」 

「
ま
あ
ま
あ
、
そ
う
言
う
な
っ
て
。
な
あ
、
明
夫
を
俺
の
船
に
乗
せ
て
み
ん
か
。
勇
太
と
は
、
同
級
生
だ
し
よ
。 

あ
い
つ
も
助
か
る
だ
ろ
う
か
ら
。
俺
ら
の
若
い
頃
み
た
い
に
よ
。」 

「
そ
う
は
言
っ
た
っ
て
、
清
さ
ん
に
迷
惑
掛
け
る
の
が
目
に
見
え
と
る
し
な
。」 

「
何
、
水
臭
い
こ
と
言
っ
て
ん
だ
、
ガ
キ
の
頃
か
ら
の
俺
と
信
さ
ん
の
仲
じ
ゃ
な
い
か
よ
。」 

 

親
父
た
ち
の
そ
ば
で
漁
具
の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
俺
は
、
親
父
の
お
節
介
が
ま
た
始
ま 

っ
た
と
思
い
つ
つ
も
、
内
心
嬉 う

れ

し
か
っ
た
。 

 

同
じ
水
産
高
校
で
学
ん
だ
親
父
た
ち
は
、
卒
業
と
同
時
に
遠
洋
漁
船
に
乗
っ
て
い
た
。
若
か
っ
た
頃
の
二
人
は
、 

何
ヶ
月
も
家
に
戻
れ
な
い
厳
し
い
漁
場
で
互
い
に
励
ま
し
支
え
合
い
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
て
一
人
前
に
な
っ
た 

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、
互
い
の
存
在
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
ほ
ど
の
仲
だ
。
家
庭
を
築
い
た
の 

も
息
子
を
授
か
っ
た
の
も
、
偶
然
、
同
じ
年
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
俺
と
明
夫
だ
。 

 

俺
た
ち
が
高
校
生
に
な
っ
た
数
年
前
、
漁
業
の
景
気
が
悪
化
し
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
親
父
た
ち
は
遠
洋 

漁
船
を
下
り
た
。
そ
れ
ま
で
に
貯
め
た
金
を
頭
金
に
し
て
、
親
父
は
、
小
型
船
を
手
に
入
れ
、
今
は
、
せ
が
れ
の 

俺
と
近
海
で
操
業
し
て
い
る
。
明
夫
の
親
父
の
信
さ
ん
は
、
漁
師
料
理
を
売
り
に
し
た
居
酒
屋
を
営
み
、
店
で
使 

う
鮮
魚
の
仕
入
れ
に
、
毎
朝
、
こ
う
し
て
魚
市
場
に
顔
を
出
す
。
親
父
た
ち
は
、
今
だ
に
ど
ん
な
些
細

さ

さ

い

な
こ
と
も 

毎
日
の
よ
う
に
語
り
合
い
相
談
し
合
っ
て
い
る
。 

 

明
夫
と
俺
は
、
親
父
た
ち
と
同
じ
水
産
高
校
の
同
級
生
だ
っ
た
。
俺
た
ち
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
い
つ
も
一
緒
に 

い
た
し
、
何
で
も
話
し
合
え
る
仲
だ
っ
た
。
だ
が
、
確
か
開
店
し
た
居
酒
屋
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
頃
か
ら
だ
っ 

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
あ
の
頃
、
時
々
遊
び
に
行
く
と
、
明
夫
は
い
つ
も
一
人
で
飯
を
食
っ
て
い
た
。
そ
し 

て
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
明
夫
は
、
俺
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
派
手
な
仲
間
と
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

い
つ
も
大
勢
に
囲
ま
れ
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
明
夫
が
羨

う
ら
や

ま
し
か
っ
た
。
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
よ
う
な
気
分 

に
な
っ
て
い
た
。
明
夫
と
時
々
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
と
り
と
め
の
な
い
話
を
す
る
ば
か
り
で
、
そ
れ
を
と
が 

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
今
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
夜
、
夕
飯
を
済
ま
せ
た
俺
は
、
親
父
の
了
解
を
得
て
か
ら
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
明
夫
に
会
い
に
行
っ
た
。 

 

明
夫
は
、
突
然
の
俺
の
訪
問
に
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
が
、
以
前
の
よ
う
に
自
分
の
部
屋
に
入
れ
て
く
れ
た
。
ひ 

と
し
き
り
同
級
生
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、
俺
は
、
意
を
決
し
て
投
げ
か
け
た
。 

「
な
あ
、
明
夫
、
こ
れ
か
ら
何
か
仕
事
の
当
て
で
も
あ
る
の
か
。」 

「
別
に･･････

。」 

明
夫
の
表
情
が
こ
わ
ば
る
の
が
見
て
取
れ
た
。
俺
は
、
な
る
べ
く
明
る
い
声
で
言
っ
た
。 

「
だ
っ
た
ら
よ
、
う
ち
の
親
父
が
、
船
に
乗
ら
ん
か
っ
て
よ
。
実
は
、
俺
一
人
じ
ゃ
き
つ
く
て
よ
。
明
夫
が
手
伝 

っ
て
く
れ
る
と
親
父
も
俺
も
助
か
る
ん
だ
。」 

「
あ
あ･･････

考
え
と
く
。」 

明
夫
は
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
声
で
答
え
た
。 

 

水
産
高
校
を
卒
業
し
た
も
の
の
明
夫
は
、
就
職
す
る
先
が
決
ま
ら
ず
悩
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
親
父
の 



 

 

仕
事
を
継
ぐ
と
い
う
選
択
肢
は
、
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
同
級
生
が
仕
事
を
決
め
て
い
く
中
、
焦
り
な 

が
ら
も
、
し
ば
ら
く
は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い
て
い
た
。
だ
が
、
接
客
と
い
う
仕
事
が
性
に
合 

わ
な
い
の
か
、
あ
ろ
う
こ
と
か
客
や
店
主
と
け
ん
か
に
な
っ
て
、
ど
こ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
深
夜
ま
で
遊 

ん
だ
り
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
に
金
を
せ
び
っ
た
り
、
安
定
し
な
い
ふ
ら
ふ
ら
し
た
生
活
を
続
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

俺
が
訪
ね
て
数
日
し
て
か
ら
、
明
夫
が
漁
師
見
習
い
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
を
親
父
か
ら
聞
い
た
。
早 

速
、
そ
の
夜
か
ら
三
人
で
の
出
漁
が
始
ま
っ 

た
。
し
か
し
、
期
待
し
て
い
た
通
り
に
う
ま 

く
は
い
か
な
か
っ
た
。
明
夫
が
、
少
し
で
も 

怠
け
る
と
即
座
に
親
父
の
罵 ば

声
が
飛
ん
だ
。 

怒
鳴
ら
れ
る
度
に
、
明
夫
は
、
船
べ
り
の
あ 

ち
こ
ち
に
拳
を
打
ち
付
け
、
海
に
飛
び
込
ん 

で
や
る
な
ど
と
無
謀
な
怒
り
を
声
に
し
た
。 

黙
々
と
慣
れ
た
手
つ
き
で
仕
事
を
し
て
い
る 

俺
を
い
ま
い
ま
し
そ
う
な
表
情
で
見
て
い
る 

明
夫
と
目
が
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
夫
の 

働
き
ぶ
り
は
、
総
じ
て
感
心
で
き
る
も
の
で 

は
な
か
っ
た
。
親
父
の
姿
が
見
え
な
い
と
こ 

ろ
で
は
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。
俺
は
、
最
初
は 

慣
れ
な
い
せ
い
も
あ
る
か
ら
と
思
っ
て
い
た 

が
、
操
業
用
の
道
具
の
荒
っ
ぽ
い
扱
い
や
、 

雑
な
甲
板

か

ん

ぱ

ん

掃
除
で
汚
れ
を
残
し
た
ま
ま
で
も 

平
気
で
い
る
明
夫
の
態
度
が
気
に
な
っ
て
き 

て
い
た
。
明
ら
か
に
俺
の
前
で
は
、
や
る
気 

の
無
さ
を
見
せ
つ
け
て
い
た
。
俺
は
そ
れ
を 

分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、
面
と
向
か
う
と
何 

も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
仕
方
な
く
そ 

の
後
始
末
を
請
け
負
っ
て
い
た
。 

 

あ
る
日
、
そ
ん
な
二
人
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
に
気
付
い
て
い
た
親
父
が
、
俺
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。 

「
勇
太
、
お
前
、
明
夫
の
こ
と
を
本
当
に
思
っ
て
い
る
な
ら
、
遠
慮
せ
ず
に
思
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
や
れ
。
仕
事 

も
一
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
や
れ
。
上
っ
面
だ
け
で
付
き
合
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
明
夫
が
こ
の
先
ど
う
な
っ
て 

も
い
い
の
か
。
お
前
ら
そ
れ
で
も
ガ
キ
の
頃
か
ら
の
付
き
合
い
な
の
か
。」 

 

親
父
は
、
俺
の
心
の
内
を
見
抜
い
て
い
た
。
親
父
の
言
葉
が
、
胸
に
刺
さ
っ
た
。
ず
っ
し
り
と
重
い
固
ま
り
を 

胸
に
抱
え
た
ま
ま
、
出
漁
の
時
が
迫
っ
て
き
て
い
た
。
弓
な
り
の
月
が
ぼ
ん
や
り
と
辺
り
を
照
ら
し
て
い
る
穏
や 

か
な
暁
だ
っ
た
。
明
け
方
か
ら
北
西
の
風
が
強
ま
る
と
い
う
予
報
が
出
て
い
た
も
の
の
漁
場
が
そ
う
遠
く
な
い
こ 

と
も
あ
っ
て
、
経
験
豊
富
な
親
父
の
決
断
に
従
っ
た
。 

 

出
港
し
て
か
ら
二
時
間
足
ら
ず
で
、
水
深
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
漁
場
に
着
い
た
。
海
風
が
頬
を
突
き
刺
す
。
ず 

っ
し
り
と
重
い
網
を
引
き
上
げ
る
指
先
が
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
に
ぶ
つ
か
る
波
が
飛
沫

し

ぶ

き

を
上
げ
、 

時
折
、
突
風
が
駆
け
抜
け
始
め
た
。
夜
明
け
と
も
い
え
ず
立
ち
こ
め
た
真
っ
黒
な
雲
の
固
ま
り
か
ら
、
突
然
、
激 

し
く
雨
が
降
り
出
し
た
。
や
が
て
波
の
う
ね
り
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
越
え
る
高
さ
に
ま
で
達
し
、
船
体
は
縦
横
無
尽 

に
揺
れ
た
。
波
が
高
い
と
、
胃
の
縁
が
引
っ
張
ら
れ
血
液
が
逆
流
す
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
明
夫
に
と
っ
て
は
、 



 

 

初
め
て
の
時
化

し

け

だ
。
暴
風
に
逆
ら
い
な
が
ら
網
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い 

よ
う
だ
。
明
夫
の
お
ぼ
つ
か
な
い
足
さ
ば
き
は
、
今
に
も
大
き
な
波
の
う
ね
り
の
中
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
そ
う
だ 

っ
た
。
俺
は
、
危
険
の
大
き
さ
と
一
瞬
の
恐
怖
に
戦
慄

せ

ん

り

つ

が
走
っ
た
。
俺
は
、
思
わ
ず
明
夫
の
腕
を
掴 つ

か

ん
だ
。 

「
明
夫
、
何
し
と
る
っ
。
全
身
に
力
を
入
れ
ろ
っ
。」 

俺
の
渾
身

こ

ん

し

ん

の
叫
び
声
が
、
激
し
い
雨
音
と
共
に
明
夫
を
我
に
返
ら
せ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

「
ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
な
っ
、
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
ぞ
。
後
は
俺
が
や
る
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
入
れ
っ
。」 

明
夫
は
、
声
を
荒
げ
る
俺
の
指
示
に
従
っ
た
。
網
の
引
き
上
げ
を
終
え
た
俺
は
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
中
に
入
っ 

た
。
明
夫
は
、
暴
風
雨
の
さ
な
か
、
狭
い
ブ
リ
ッ
ジ
の
壁
に
身
体
の
あ
ち
こ
ち
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
何
度
も
吐
い
て 

い
た
。
俺
は
、
そ
の
度
に
、
明
夫
の
背
中
を
さ
す
っ
た
。 

「
す
、
す
ま
ん
。
か
っ
こ
悪
い
な
、
俺
。」 

「
何
、
謝
っ
て
る
ん
だ
。
波
に
飲
み
込
ま
れ
な
く
て
ほ
ん
と
良
か
っ
た
。
初
め
て
の
嵐
の
時
は
、
誰
で
も
こ
う
な 

ん
よ
。
俺
な
ん
か
、
も
っ
と
悲
惨
よ
。」 

「
勇
太
、
お
前
が
羨
ま
し
か
っ
た
ん
よ
。
俺
ら
は
、
ず
っ
と
一
緒
や
っ
た
や
ろ･･･

･･
･

。」 

 

俺
に
と
っ
て
は
、
意
外
な
言
葉
だ
っ
た
。
俺
は
、
こ
れ
ま
で
明
夫
の
心
境
を
考
え
て
み
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。 

明
夫
の
表
面
だ
け
を
見
て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
見
よ
う
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
自
分
が
悔
や
ま
れ
た
。
今
、
ま
っ 

す
ぐ
に
明
夫
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
俺
は
、
驚
く
く
ら
い
に
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ 

た
。 

「
明
夫
、
今
ま
で
ど
こ
で
何
や
っ
と
っ
た
ん
よ
。 

待
っ
と
っ
た
ん
ぞ
。」 

「
分
か
っ
と
っ
た
よ
。･･････

、
だ
か
ら
、
戻
っ 

て
き
た
、
こ
こ
に
。」 

蒼
白
な
顔
の
明
夫
が
苦
笑
い
を
し
な
が
ら
言
っ
た
。 

 

や
が
て
、
風
雨
は
弱
ま
り
船
の
揺
れ
は
次
第
に 

小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
操
舵

そ

う

だ

室
か
ら
親
父
の
野
太 

い
声
が
上
が
っ
た
。 

「
お
ー
、
引
き
上
げ
る
ぞ
っ
。
エ
ン
ジ
ン
全
開
。 

明
夫
、
大
丈
夫
か
。
み
ん
な
お
前
と
お
ん
な
じ
だ
。 

俺
も
お
前
の
親
父
も
な
。
お
前
ら
も
、
い
っ
ち
ょ 

前
に
な
る
通
り
道
を
通
ら
ん
と
な
。」 

そ
う
言
う
と
、
親
父
は
、
大
声
で
笑
っ
た
。
俺
た 

ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
が
っ
ち
り
と
手
を
握
り 

合
っ
た
。 

 

西
の
空
の
棚
雲
の
切
れ
間
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、 

光
が
波
間
に
降
り
て
き
て
い
た
。 
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